
 

 

 

 

伊那市 官民共創の新しいまちづくり協議会 

 

Ina City 

 

 

会議名 第５回 まちなかエリア高度化 WG 

開催日 2025 年 1 月 7 日(火) 

開催時間 開会 18：30 閉会 20：15 

開催場所 すまいテラスいな 

出席者 

協議会・WG メン

バー 

黒河内貴氏、鈴木孝之氏、政金裕太氏、土田智氏、瀧内貫氏 

事務局・職員 企画部：織井企画政策課長、村田新産業技術推進係長、 

福原新産業技術推進コーディネーター 

関係者 ― 

欠席者 細谷啓太氏、志知貴文氏、有賀企画政策課長補佐 

議事 １、対話・つながり・実現の場について 

 

議事項目 概要 次のステップ 

 ○WG メンバー 

・今日は、1 月 21 日(火)の対話・つながり・実現の場

について、当日の進行方法、参加してもらいたい方

への声掛け等について決めていきたい。 

 

1、対話・つながり・実現の場について 

第２部 まちなか

エリア高度化 WG

全体のファシリ

テーターについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○WG メンバー 

・ワールドカフェ形式のファシリテーターは、わりと

誰でも、なんとなくできる。 

・ファシリテーターが最後に付箋に書かれたことや、

対話した話題をまとめて「今回はこんな意味があり

ましたよね」と振り返り次に繋げる、ラップアップ

(最後のまとめ)が非常に大事である。 

・ラップアップによって、参加者が自分たちの話した

ことが市やまちなかに反映されてくというイメージ

が持てればよい。 

・ライブなのでそこまでのラップアップは結構大変だ

と思うが、それ以外のところは誰がやってもだいた

いできる。 

・全体共有は、全グループが発表するなら、特に盛り

上がった話題２点に絞って発表するなどしないとダ

ラダラしてしまう。そこは当日の盛り上がり方で決

めていけばよい。 

・時間配分は、進め方の説明５分間、いなまちのイン

プット５分間、全体共有 10 分間、ラップアップ５
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最後のまとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループに分か

れての進め方 

 

 

 

 

 

分間とすると、グループでの対話は 20 分間３回転

できる。 

○WG メンバー 

・最後のまとめは、どうまとめればよいか。単なる要

約や、多かった意見を挙げるだけでは足りないと思

うが、何に気を付けてまとめるべきか。 

○WG メンバー 

・全体共有で、各グループから盛り上がった話題と、

どうしても伝えたいことが共有されるので、ホワイ

トボードに板書して、それを見ながらまとめをする

とうまくまとまる。 

○WG メンバー 

・今回は発散する感じなので、別にまとめなくてよい

と思うが、「どういう話題に興味がある人が多かっ

たか」、「こんなところに思いがある人がいた」、

「WG メンバーでは今後のテーマとしてこんな想定

をしていたが、今日の対話を受けて今後こんなテー

マで対話できるのではないか」という感じでまとめ

ればよいのではないか。 

○WG メンバー 

・２回目以降の対話のテーマの話をする場は、最後の

まとめの場しかない。 

○WG メンバー 

・全体のファシリテーターがまとめきれなくても、

後々メール等でフォローすればよい。 

○事務局 

・多分少数意見として拾われない意見が出てくると思

うが、拾われないままでよいか。 

○WG メンバー 

・いなまちの再構築に繋がる大事な少数意見は拾った

方がよい。 

○WG メンバー 

・あまりモチベーションが高くない人が参加しても、

他の人の意見を聞いて、これなら自分にも関われる

と思ってもらえるような最後のまとめになればよい

と思う。 

○WG メンバー 

・グループは、問いごとに分かれず、全グループで 3

つの問い（過去・現在・未来）を平等に取り扱わな

いと、例えば未来の話をしないまま対話の場が終わ

ってしまう人も出てくる可能性がある。 
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・グループに分かれた後、WG メンバーが固定のテー

ブルに残り、参加者はテーブルを入れ替わりながら

対話を行い、まとめと振り返りを繰り返す。 

・付箋を用意し、例えばピンクは過去、黄色は現在、

青は未来と区別してどんどん貼り出してもらう。す

でに貼られているものと同じ内容を重ねて貼っても

よい。 

○WG メンバー 

・グループごとの対話 20 分間の中で付箋を書いても

らう時間を設けたほうがよいか。 

○WG メンバー 

・どちらでもよいが、最初の回は、いろいろ話が出て

くるだろうから２、３分間付箋を書く時間を設け、

２回目以降は、「さきほどこのテーブルではこんな

話がありました」という共有を２、３分間やり、し

ゃべりながら付箋を足していけばよいのではない

か。 

○WG メンバー 

・全体のファシリテーターとは別に、各テーブルにフ

ァシリテーターがいて、各グループのファシリテー

ター以外の参加者がテーブルを入れ替わるというイ

メージでよいか。 

○WG メンバー 

・全体のファシリテーターはそれに専念してもらい、

各グループはメンバー+事務局がファシリテーター

を務める形でよい。 

○事務局 

・グループ数は参加人数によって変わると思うが、１

グループ何人くらいのイメージか。 

○WG メンバー 

・ファシリテーター以外で５人程度、それを超えると

捌くのが難しくなるが、３人だと少ない。 

○WG メンバー 

・「要望はしないでください」とは言いながら、最終

的には次回も参加したくなる感じで終わらなければ

ならないので難しい。 

○WG メンバー 

・要求要望は自分事ではない。それをいかに自分事に

していくか。「こうしたい」と「こうしてほしい」

は、似ているけれど全然違う。 

○事務局 
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・ファシリテーターが、「では、あなたはどうしたい

ですか」、「そうなるためにはどんなことが必要で

すか」と振らなければならない。 

○WG メンバー 

・参加者にアンケートを取って、「どう思ったか」、

「自分がどういうことに関わりを持てると思った

か」「何を得たか」を聞きたい。次回につながる問

いを想定しやすくなる。 

○WG メンバー 

・グループはどのように分けるか。 

○WG メンバー 

・ジャンルかエリアで分けてはどうか。 

・この WG は、公共交通、暮らし、商売、関係人口、

高校生の居場所など多岐にわたる。いなまちへの関

わりについて、どう関わるかはジャンルや場所に依

存していく。 

・その中で、過去にシーズがあるかもしれないし、未

来にシーズがあるかもしれない。 

○WG メンバー 

・以前フューチャーデザイン手法のワークショップを

公聴した。未来視点で未来人になるという設定があ

り、フラットに話し合えていたという感想を持っ

た。 

○WG メンバー 

・100 年後に何が残ってほしいかというような、みん

なが死んでいる未来の話だとフラットにしゃべれ

る。 

・コロナ前だとフューチャーデザインの手法は良かっ

たが、コロナ以降は時代が変わりすぎてわからない

ことが多く、フューチャーデザインが崩壊し始めた

と感じている。 

・この協議会はリビングラボなので、どこかで集約を

かけなければいけない。未来志向の話は発散型なの

で、対話の場 3 回目くらいで集約していかなければ

ならない。そうしないと、いつまでも自分たちでや

ってみたいことをしゃべっているだけになる。 

○WG メンバー 

・理想は対話の場に参加した人たちの中で、同じ興味

の人たちが仲間を作り、プロジェクトが自走してい

くこと。対話の場から卒業していく人がいる一方、

話を聞きつけて新しく入ってくる人が増え始めた頃

にまた発散の時間があるという周期を続けられれば

よい。 
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○WG メンバー 

・かなり中心的にまちづくりをやっている人だけど、

対話の場には参加しないような人が思い浮かぶ。 

・そういう方たちに無理してでも参加してもらうべき

か、別に無理する必要はないか非常に迷う。 

○WG メンバー 

・そういう方たちと話をするにはよい機会だと思う。

参加すれば、何かをしゃべらざるを得ないし、参加

してよかったということにはなると思う。真逆の意

見だとしても声は掛けるべきだと思う。 

○WG メンバー 

・話を聞く場所は対話の場が最上の場所とは限らな

い。話を聞きたい人にはこちらから聞きに行けばよ

いと思う。 

・ワークショップでない巻き込み方はある気がする。 

・リビングラボなので、ワークショップが主戦場では

なく、実践の場が主戦場になる。 

○WG メンバー 

・参加者の世代は幅広いほうがよい。 

○WG メンバー 

・地域おこし協力隊の方に参加してもらえれば、こう

いった場でのつながりが協力隊任期後の活動に生き

るのではないかと思っている。 

・信州大学の学生は、卒業すると伊那市を離れる学生

が多いので、大学院生など長く伊那市に残る学生を

中心に声を掛けるのがよいと思っている。 

○WG メンバー 

・信州大学生は、対話の場に参加することで、伊那市

って面白いなと思って伊那市に残るきっかけになる

かもしれない。 

○WG メンバー 

・周辺市町村の方にも参加してほしい。将来的に、伊

那市で何かやっていきたいと思っている人であれば

重要パーソンであるし、周辺市町村に住んでいるけ

れど、中心市街地が面白くなるのだったら、伊那市

への移住を考えるかもしれない。 

○WG メンバー 

・対話の場を通して主体が生まれて動き出すことが目

的であれば、分母が少なければ多分成功しない。 
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■今後のスケジュール 

・１月 21 日(火) 午後６時～ いなっせ６階ホール・ホワイエ、５階 501、502、503 会議室 

 対話・つながり・実現の場 

・１月 30 日(木) 午後６時 30 分～ 伊那市役所５階 502 会議室 

 WG 

 


